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多摩市立鶴牧中学校 
 

Tsurumaki Junior High School Tama City 
 

               所在地  〒206-0034 東京都多摩市鶴牧６丁目５番地１ 
 
        電話番号        042-337-4020    ﾌｧｸｼﾐﾘ 042-337-7657 
   
                    ホームページアドレス http://schit.net/tama/jhtsurumaki/ 
 
               アクセス       小田急多摩線 唐木田駅下車 徒歩５分 

 

 

 

 

 



■学校の教育目標 

ゆとりとうるおいのある環境を生かし、心豊かでたくましい人間の育成を目指す 

◎ 創造性に富み実行力ある生徒      （◎は令和 7年度の重点） 

○ 自他敬愛の心をもち奉仕する生徒 

○ 心身ともに健康で活気に満ちた生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学校の沿革 
平成元年 
 
 
 
平成 2年 
 
平成 5年 
平成 9年 
平成10年 
平成14年 
平成19年 
平成24年 
平成26年 
平成30年 
令和元年 
令和 6年 
令和 7年 

 4. 1 
 4. 6 
 4.10 
12. 1 
 3.17 
10.27 
 4. 1 
 4. 1 
 6.20 
 4. 1 
 4. 1 
 4. 1 
 4. 1 
4. 1 
11. 2 
4. 1 
4. 8 

多摩市立鶴牧中学校設立 初代校長 飯田 一雄 着任 
平成元年度 始業式（2,3年生徒） 
入学、入校式 (1年3学級101名､2年2学級79名､3年1学級20名､計200名) 
校歌･校章制定 
第１回卒業式(卒業生21名) 
校旗完成 
二代校長 小俣 光雄 着任 
三代校長 原島 久男 着任 
創立１０周年記念式典 
四代校長 齋藤由起子 着任 
五代校長 中村  伸 着任 
六代校長 小川 慎一 着任 
七代校長 加納 一志 着任 
八代校長 福田 洋一 着任 
創立３０周年記念式典 
九代校長 森田  剛 着任 
第３７回入学式 

   

 

 

 

（１） 主として創造性に富み実行力ある生徒の育成に関すること 
    ① グローバル社会を生き抜く力を育むことを目指し、創意・工夫ある教育活動を意図的・計画的・組織的に展開する中で、基礎的・基本的な知

識及び技能を確実に習得させ、対話的な学習を通して思考力・判断力・表現力等を高めるとともに、主体的に学習に取り組む態度を育成す

る。 

② ユネスコスクールとしてＥＳＤを推進し、ＳＤＧｓに基づく地球的視野に立った様々な課題を相互に関連付けるとともに、自らの暮らしや地域の

課題と結び付けて考え、他者と協力・協働しながら主体的・積極的に行動する態度を育成する。特に、国際理解教育、防災・減災教育、環境

教育を重点として、地域学校協働本部とも連携・協働を図りながら持続可能な社会の担い手となる生徒の資質・能力を育む。 

③ 「こども基本法」や「多摩市子ども・若者の権利を保障し支援と活躍を推進する条例」の制定の趣旨も踏まえ、生徒が主体となる集団活動を通

して、望ましい人間関係を形成するとともに、集団や社会の一員としてよりよい学校生活づくりに参画し、協力して諸問題を解決しようとする自

主的、実践的な態度を育成する。また、ボランティア活動に進んで参加し、地域や社会に貢献しようとする態度を育む。 

④ 生徒が自らの生き方について考え、主体的に進路を選択できる力を高めることを目指し、３年間を見通したキャリア教育を地域とも連携しな

がら意図的・計画的に推進する。 

 ⑤ 鶴牧中地域未来塾（水曜サプリ）や留学生・外国人との交流（Tama Tsurumaki Global Gateway）など特色ある教育活動の推進を図ることによ

り、学習した英語を実践的に活用しようとする意欲や態度を育てる。 

（２） 主として自他敬愛の心をもち奉仕する生徒の育成に関すること 
① 学校の教育活動全体を通じて自主及び自律の精神を養うとともに、人権意識を高め、自他の生命を尊重することができる生徒を育成する。 

② 第二次多摩市特別支援教育推進計画等も踏まえ、特別支援教室の効果的な活用や特別支援教育コーディネーターを中心にピアティーチ

ャーとも連携して校内委員会が組織的な取組を推進することにより、個別指導計画等に基づく、家庭とも連携した個に応じた指導・支援を充実

させる。また、全ての教育活動を通して、お互いの個性を理解・尊重し、一人一人が生き生きと活躍できる共生社会の形成の基礎となる資質を

高める。 

  ③ 教職員と生徒の信頼関係及び生徒相互の好ましい人間関係を育てるとともに生徒理解を深め、生徒が正しく判断し、主体的に行動できる社

会人としての基礎となる力を学校の教育活動全体を通じて育成する。また、学校いじめ防止対策推進委員会等を中心として組織的・計画的な

取組を行うとともに、道徳科を中心に、全教育活動を通して生徒の規範意識を醸成する。特に、挨拶ができる生徒の育成を重点として取り組

む。 

  ④ 校内別室の組織的な運営及び魅力ある学校づくりなど、不登校生徒の減少や個別支援の充実に努める。 

（３） 主として心身ともに健康で活気に満ちた生徒の育成に関すること 
① 生涯を通じて体力の向上や健康・安全に関心をもち、進んで実践しようとする態度を育成する。また、これまでのオリンピック・パラリンピック

教育の成果を生かした意図的・計画的な取組を行う。 

② 感染症に対する理解を深めさせるとともに、科学的根拠を基に正しく判断し、行動できる態度を育成する。 

（４） 学校の教育目標の達成に向けたその他の事項 
 ① コミュニティ・スクールとして学校・家庭・地域が連携した取組を一層進めるため、学校運営協議会の開催や、地域学校協働本部、地区青少

年問題協議会等との連携を図ることにより、地域と協働し、保護者・地域から信頼される学校づくりを推進する。 

② 南鶴牧小学校及び大松台小学校との連携を深め、ＳＤＧｓ⑰「パートナーシップで目標を達成しよう」を共通の取組目標として設定し、９年間

を見通した計画的な指導を充実させる。また、小学校高学年から中学校第１学年への「中１ギャップ」の克服を目指した創意・工夫ある交流活

動の充実を図る。 

③ 保護者による学校アンケート等を通して保護者との連携を深めるとともに、結果を生かした教育活動の改善・充実を図るなど、カリキュラム・マ

ネジメントに努め、保護者から信頼される学校づくりを行う。 

 
※教育課程編成に関する配慮事項 
令和７年度は引き続き大規模改修工事を行うが、実施に伴う教育活動への影響は最小限になるよう配慮する。 

 

■ 教育目標を達成するための基本方針 



■年間授業時数 

学年 国語 社会  数学 理科 音楽 美術 保健体育 技術家庭 英語 道徳 学活 総合 合計 

１年 140 105 140 105 45 45 105 70 140 35 35 50 1015 

２年 140 105 105 140 35 35 105 70 140 35 35 70 1015 

３年 105 140 140 140 35 35 105 35 140 35 35 70 1015 
 

■生徒数（５月１日現在） 

 学級数 男子 女子 計 

第１学年 ４ ６０ ６７ １２７ 

第２学年 ３ ５５ ６４ １１９ 

第３学年 ４ ７０ ７８ １４８ 

計 １１ １８５ ２０９ ３９４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■開設部活動一覧 

 

 

部活動名 顧問 活動曜日 終了時刻 活動方針 必要な道具

1 サッカー部
跡邊源二郎
朝原慎太郎

基本は平日の３日

から4日。メン

バーで話し合って

決める。昨年は月

火木金。

＊土日は練習試合

や公式戦などが有

る時

17:30

予選から、都大会へと勝ちあがれるように頑張って練習す
る。
(1)基礎を大切にし、進んで練習内容を考え、真剣に取り組
めること。
(2)部活動だけでなく、学校生活も真面目にでき、自分で考
え行動することができること。

サッカーのできる運動着、ス
トッキング、スパイク、すねあ
て他
*ユニフォームは貸し出します
が、パンツとストッキング、白
紺２色は自己負担です。

2 テニス部
花井　亮太
塩野谷由香
高橋　郁美

月火木金土

※日曜日に大会が

ある場合は原則、

翌日の月曜日が休

みになります。

17:30

※全学年、硬式テニス部員の募集です。

・テニスの技術向上を目指すのはもちろん、テニスをやらしてもら

える環境（保護者、仲間、対戦相手等）に感謝できる人。

・自分自身の成長はもちろん仲間のために、厳しく練習に取り組

み、部員一同、協力して活動しましょう。

テニスシューズ、ラケット、ユ
ニフォーム

3 卓球部
柄澤　美紅
山崎　卓

火・木・金

（公式戦が土日

に入ることがあ

ります。）

17:30

卓球の技術を向上させるとともに、部員相互の理解を深める
ことを目的とする。
今年度、新入生は募集しません。

ラケット、ラケットケース、ケ
アセット、ユニフォーム、など
（購入については追って説明し
ます。）

4 男子バスケットボール部
高橋 茉由
牧野 輝道

月木土：体育館

火：外

日曜日定休日

（大会が入る時が

ある。）

18:00

①あいさつをする。②時間を守る。③仲間を大切にする。
④感謝の気持ちを忘れない。⑤バスケットを愛し、向上心を
持ち、努力する。⑥普段の学校生活を大切にする。

バスケットシューズとユニ
フォームを購入

5 バドミントン部
馬場　公浩
茂谷　厚

月：ホール

火金：体育館

木：外

土日：練習や大会

18:00

以下の方針に沿って活動できる人を募集します。

①都大会出場を目標に、常に向上心をもって練習に取り組める人。

②「部員全員で１つのチーム」という意識を常にもつことができる人。

③心・技・体を高める努力を惜しまない人。

④普段の学校生活を大切にできる人。

ラケット・シューズは各自で購入。

ユニフォーム・ウインドウォーマーな

ど、一括で購入するものもあります。ま

た、ラケットバッグなど、キャンペーン

で購入できるものもあります。詳しく

は、部活動保護者会で説明します。

6 女子バレーボール部
阿部　拓海
西村　真美

月・木：体育館練

習

金：外練習(日曜日

に活動がある週は

オフ)

土：練習又は練習

試合又はオフ

日：大会が入るこ

とがある

18:00

①常に向上心を持ち、自分に厳しく練習に取り組むこと。

②活動する仲間を大切に切磋琢磨すること。

③部活動だけでなく、普段の学校生活を一番に考えて取り組むこ

と。

バレーボールシューズ・サポーター・遠

征着・靴下・鞄は個人で購入。

指定Tシャツ、トレーナーについては一

括で購入します。

詳しくは、部活動保護者会で説明しま

す。

7 野球部
田上　勇一
亀井　德雄
(山﨑　卓）

月・火・木・
金
（大会が土日に入

ることがありま

す）

17:30
①部活動を通して、礼儀・自主・自律の精神を身に付ける
②野球の楽しさを知り、技術の向上を目指す
③仲間と切磋琢磨しながら野球をする喜びを知る

ユニフォームや野球用具を購入

8 陸上競技部
荒木田　拓
佐藤　萌子

月・火・木・金
（土日に大会が入る

ことがあります）

18:00

・自己記録の更新に向けて努力すること。
・仲間と協力し、切磋琢磨すること。
・コミュニケーションを大切にすること。
※個人競技ではありますが、部員全員で準備や片付けをおこないます。

・スパイク
・ユニフォーム
・ウインドブレーカー（希望者のみ）

・Tシャツ（希望者のみ）
・トレーナー（希望者のみ）

9 家庭科部 松野　佳奈子

月
（2学期以降は
変更する可能
性がありま

す）

17:00

・ミシン縫いや、手縫いで小物制作を中心に活動します。

・ひとりでも継続して作業を行える人、裁縫に興味がある人、用具

を丁寧に扱える人、後片付けや清掃をしっかりと行える人を募集し

ます。

・調理は年に２～３回程度行います。

部費は徴収しませんが、材料費
は個人負担となります。

情報文化
月

17:00

・自分の興味のあることを調べ、タブレットを活用してプレ
ゼンテーションを行います。
・情報を発信する力をつけ、人の話を聞いて自分の世界を広
げることを目標に活動します。
・タブレットを使って簡単なプログラミングを学びます。

学校から貸し出されているタブ
レットを使用します。個人で購
入するものはありませんが、校
外活動において交通費等を各自
で負担する場合があります。

美術
火・木・金

17:00

・作る、描くことが好きで自ら前向きに作品制作に取り組む
ことが出来る人、仲間と協力できる人を募集します。
・美術の作品(デッサン、水彩画、イラスト、ポスター、立
体作品など)

筆記用具、その他制作に必要な
もの
（最初は特にそろえるものはあ
りません）

11 吹奏楽部
秋沢　希

横田　佳保里

月・火・木・

金・土 18:00

木管楽器、金管楽器、コントラバス（弦楽器）、打楽器の中
から一つの楽器を担当し、合奏やアンサンブルの活動を行い
ます。
基本的に、同じ楽器を3年間担当します。
楽器経験がなくても、楽譜が読めなくても大丈夫です。

楽器は、学校の物を使用しま
す。
楽譜用のファイル、演奏に必要
な消耗品、お手入れ用品は個人
で購入します。

10 情報文化・美術部
横田　佳保里


